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企業を取り巻くビジネス環境はこれまでにも増して複雑化し、不確実性がますます高
まっています。このような変化へ適切に対応するため、人材・組織マネジメントにおい
ても属人的な経験や勘に頼るのではなく、客観的なデータの活用による意思決定が必要
です。KPMGは、自然言語処理を用いた分析ツール｢Kc-HERO｣や複数の分析手法を駆使
し、企業における人事業務の高度化を支援します。

人事部門で取り扱うデータの特徴

データには構造化データと非構造化データの2種類が存
在し、人事部門で取り扱うデータは、履歴書や会社紹介、
面談記録などの非構造化データが大多数を占めます。非
構造化データは、構造化データに比べ情報量が多く直接

的な情報でもあるため、非構造化データの分析はデータ
に基づく意思決定の可能性を広げます。しかし、非構造
化データはそのままでの処理や分析が難しく、効果的に
活用するためには工夫が必要です。

• データに規則性がある
• 表形式への変換が容易
• データは1ヵ所で集中管理
• 加工や分析が容易
• 非構造化データと比べ、

情報量が少ない

• データに規則性がない
• 表形式への変換が困難
• データはさまざまな場所へ散在
• 加工や分析が困難
• 構造化データと比べ、

情報量が多い

構造化データ 非構造化データ

• 組織情報
• ポジション情報
• 発令情報（異動歴等）
• 資格・スキル情報
• 研修歴情報
• 人事考課結果情報
• 各種勤怠情報

• ホームページ、テキスト資料など各種情報
（会社紹介、各種規程類、議事録等）

• 紙媒体で管理している各種情報
（履歴書、申請書等）

• 各種テキストデータ
（目標設定情報、面談記録等）

• 音声や映像データ
（研修動画、各種MTG動画等）
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AIを活用した人事業務の高度化支援
Kc-HEROを活用した最適配置やリスキリング等の人事業務を効率化・高度化
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自然言語処理に着目したデータ分析

• 履歴書、職務経歴書
• 1on1などの面談記録
• メールやチャットでやり取りしている各種情報
• 目標設定情報、評価フィードバック情報
• 音声データ 等

人事領域における非構造化データ

Kc-HEROおよび専門家
による分析

トレーニングプログラムの
リコメンド分析等

トレーニング
ハイパフォーマーの

コンピテンシー分析等

エバリュエーション最適な人材配置の
リコメンド等

アサインメント
社内ネットワーク・

コミュニケーション分析等

エンゲージメント

採用における
応募者の特徴分析等

リクルーティング

退職予測等

ネクストキャリア

■ 各領域の分析例

自然言語処理を活用した配置最適化アルゴリズム

自然言語からの
特徴抽出

特徴マッチング

社員特徴
抽出

部署特徴
抽出

最適化計算

適合性
算出

レコメンド
出力

Kc-HEROを活用した独自アプローチ

社員情報

部署情報

Kc-HEROは、テキスト情報を自動的に指定のカテゴリに分類する｢ゼロショッ
ト分類｣や、テキストをベクトルに変換し類似度スコアを計算する｢EASEモデ
ル｣などの高度なアルゴリズムを利用しています。これらの技術を使用するこ
とにより、非構造化データから特徴を抽出・マッチングし、さまざまな分析
に活用することが可能です。

非構造化データは、構造化データに比べ情報量が多いという特徴があります
が、データの性質上そのままの状態での活用が難しいとされています。
KPMGは自然言語処理を用いた分析ツール｢Kc-HERO｣を利用するため、企業
のなかに存在する自然文などの非構造化データを加工せずに活用することが
可能です。非構造化データから特徴を抽出・活用することで、インサイトの
導出および人事施策の立案・実行を支援します。
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リスキリング実施後にスキル
を再度数値化、効果を測定

研修前

社員名 XXスキル ・・・

社員1 7 ・・・

社員2 5 ・・・

Kc-HEROの特徴

【自然言語処理の活用】

自然言語処理の活用により、企業のなかに自然文で存在
している情報を加工することなく、そのまま分析するこ
とが可能です。

人の情報 ：履歴書、ES、レポート、社内SNS 等

組織の情報：事業計画、所属メンバーの日報 等

【全量データ分析】

企業が所有している大量の組織情報および兼務情報を瞬
時に分析することが可能です。人手では一部の表層的な
情報のみしか確認できませんでしたが、全量データを踏
まえて分析できるため、人手のみでの分析では把握する
ことが難しかった人と組織の相関や思いがけないマッチ
ングが期待できます。

Kc-HEROの活用例 ～リスキリング効果測定～

Kc-HEROを活用することで、リスキリングの効果測定
を行うことが可能です。リスキリングの実施前に、社員
のスキルを標準化したうえで数値化し、現状の見える化
を行います。その後、リスキリングプログラムを実施し
スキルの数値化を行うことで、プログラムの効果を測定

することができます。測定結果を利用し、研修内容や対
象者の見直しなど、リスキリングプログラムの改善につ
なげます。KPMGは、見える化、リスキリングプログラ
ム、評価・分析まで、ワンストップで支援します。

データ加工不要
自然文をそのまま分析可能

社員のスキルを標準化したうえで数値化

社員 スキル
スコア

1 社員H（経理財務部） 66.626

2 社員B（経営企画部） 66.134

3 社員A（営業部） 65.897

社員 スキル
スコア

1 社員A（営業部） 76.808

2 社員H（経理財務部） 66.626

3 社員B（経営企画部） 66.134社員A
約11p上昇

【評価・分析イメージ】

D

リスキリング
プログラム

リスキリングプログラムの内容
検討・実施
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人事データ活用に向けたアプローチ

KPMGのネットワークによる顧客提供価値の強化

戦略的人事データ活用アドバイザリー

データアナリティクス専門チーム
KPMGアドバイザリーライトハウス（ALH）

人事コンサルティング専門チーム
KPMGコンサルティング（People＆Change）

KPMGジャパンのアドバイザリー領域における
データ戦略、データサイエンス、デジタルインテ
リジェンスをコアとしたセンター・オブ・エクセ
レンス機能として、KPMGのサービスの強化およ
び高度化を通じ、企業や社会の価値向上を支援し
ます。

国内外における多様な知見に基づき、組織・人
材の潜在能力を引き出すとともに、高パフォー
マンスを実現するための変革課題に対し多角的
な視点から経験豊富なプロフェッショナルが支
援します。

①構想策定

②データ収集

③データ分析

④施策立案・実行

• 各業務領域で目指す姿の検討
• 目指す姿の達成に向けた改革・改善ポイント、分析手法、

分析データの検討 等

• 分析に必要なデータの収集
 基幹システムや表計算ソフト等から取得
 ホームページ等から文章の取得
 紙ファイルのデータ化 等

• 収集したデータの分析
 BIツール、タレントマネジメント等のテクノロジーを活用

した分析
 専門家による分析 等

• 分析結果を基に、各業務領域の施策立案・実行
 最適な人材配置の実施
 退職のリスクがある社員に対して退職防止策を適用
 ハイパフォーマーと特徴が一致する人材を採用 等

人事データ活用までの流れ

人事データは、データの種類や格納形式がさまざまであるため、単にデータ
を集約し分析するだけでは効果的な結果を得られないことがあります。その
ためKPMGでは、データの利活用に向けて、まずは各業務領域で活用場面を
具体化した目指す姿（構想）の検討からスタートします。そして構想に基づ
き、データを収集し、さまざまなデータを分析することで、分析結果に基づ
く施策の立案と実行のサイクルを確立していきます。

人事データ分析等を含む、人事コンサルティング専門チームを有するKPMG

コンサルティングは高度なAIデータアナリティクス専門チームを有する
KPMGアドバイザリーライトハウスと連携し、企業の人材価値強化に向けた
人事領域における高度なインサイトの導出を可能とするソリューション開発
やノウハウの蓄積を実施しています。


